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1. 略歴 

1995年4月    東京大学文科Ⅲ類入学 
1999年3月    東京大学文学部言語文化学科ドイツ語ドイツ文学専修課程卒業 
1999年4月  東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻ドイツ語ドイツ文学専門分野修士課程入学 
2001年3月  東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻ドイツ語ドイツ文学専門分野修士課程修了 
2001年4月  東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻ドイツ語ドイツ文学専門分野博士課程進学 
2003年10月  ドイツ学術交流会（DAAD）奨学生としてルートヴィヒ・マクシミリアン大学 

（ドイツ・ミュンヘン）に留学（～2006年3月） 
2009年3月  東京大学大学院人文社会系研究科欧米系文化研究専攻ドイツ語ドイツ文学専門分野博士課程 

単位取得満期退学 
2010年4月  博士（文学）取得（東京大学大学院人文社会系研究科） 
2011年4月  首都大学東京都市教養学部 准教授 
2018年4月  東京大学大学院人文社会系研究科 准教授  

 
2. 主な研究活動 
a 専門分野 

ドイツ中世文学 
b 研究課題 

口伝の英雄詩を素材とし、ドイツ語圏俗語文芸の初の興隆期とされる 12 世紀末から 13 世紀前半にかけて詩作され

た叙事文学を主たる研究対象としている。声の文化の領域における記憶伝承を担っていた英雄詩の英雄叙事詩化によ

る記憶の変容の問題を出発点に、匿名性を基本とする英雄詩／英雄叙事詩の語り手の問題や、英雄叙事詩の歴史性の

問題に取り組んできた。現在は対象を宮廷叙事詩に拡大し、中世俗語文芸における作者性や虚構性といったテーマを

扱っている。また、中世文芸のアクチュアリティの問題も考察の射程に入れ、中世後期における英雄叙事詩の変容をは

じめ、近代以降の中世文芸受容史も研究対象としている。目下、近代以降の文学史記述における中世文芸の立ち位置の

変遷を検証している。 
c 概要と自己評価 

2018年度末に「作者性と作者コンセプト」という主題のもと、ドイツからゲストを招聘して国際コロキウムを主催

した。同コロキウムでは中世叙事文学における語りと真実性および作者性についての報告を行い、2016 年度から採択

されている科研費（若手B）「作者性の諸相―中世ドイツ英雄叙事詩における歴史性と虚構性の問題」の成果を公開し

たほか、国内外の研究者と時代横断的な研究交流を行うことができた意義は大きいものと考えている。また、テクス

トの作者と語り手、そしてその名前に関しての研究成果を共著および論文という形で2018年度に公開した。2019年度

は、日本独文学会春季研究発表会において、コロキウム「フラグメントの諸相―文化的実践としての」にパネリストと

して参加し、中世英雄叙事詩の持つ歴史性についての報告を行った。これは中世盛期から後期にかけて、英雄叙事詩

の前提とする歴史構造が変化していることを指摘したものであり、英雄叙事詩の持つ歴史性の一端を明らかにしたも

のである。 
d 主要業績 

(1) 著書 

共著、前田佳一（編著）、『固有名の詩学』、法政大学出版局、2019.2 
(2) 論文 

山本潤、「中世ドイツ語文芸における作者性と匿名性」、『文化交流研究』、第32号、95-104頁、2019.3 
(3) 学会発表 

  国際、山本潤、「Die Wahrheit des Erzälten. Zu Formen der Autorität in der mittelhochdeutschen Epik」、Internationales Kolloquium 
„Autorschaft und Autorkonzept“、東京大学、2019.3.16 

  国内、山本潤、「歴史」の断片―ドイツ英雄叙事詩のフラグメント性、2019年度日本独文学会春季研究発表会シンポ

ジウム「フラグメントの諸相―文化的実践としての」、学習院大学、2019.6.9 
(4) 会議主催(チェア他) 

国際、Internationales Kolloquium „Autorschaft und Autorkonzept“、主催、東京大学、2019.3.15～2019.3.16 



3. 主な社会活動 
(1) 他機関での講義等 

  非常勤講師、首都大学東京／東京都立大学、「ドイツ語学特殊講義」、2018.4～2020.3 
非常勤講師、お茶の水女子大学、「ことばと世界６ 海外の文学」、2018.4～2018.9、「ヨーロッパ言語文化論」、2019.10～ 

(2) 学会 

 国内、日本独文学会、企画理事、2019. 6～ 
 国内、西洋中世学会、常任委員、2019. 12～ 

(3) 学外組織(学協会、省庁を除く)委員・役員 

DAAD友の会、理事、2019.9～ 

 
 

  


